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選ばれる
子育て支援住宅

特 集

株式会社ビック・ママ
注目企業を訪ねる

日本最古級の木造芝居小屋「康楽館」
好 木 心
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※ 住生活基本法（2006年6月施行）に基づき、住生活の安定の確保と向上の促進のための基本的施策を定めたもの。計画期間は2011年度から20年度までの10年間。

「住生活基本計画（全国計画）※」は5年に一度、見直しが実施される。
2015年度はその見直し期間であり、

現在、16年度からの新たな「住生活基本計画」の内容が議論されている。
見直しに当たり、「子どもを育てやすい住まいや居住環境」、

「子育て支援サービスの整備」などの視点が加えられている。
子育て支援は、快適で安全な設計や仕様などハード面への配慮だけではなく、

居住環境の整備や様々な子育て支援サービスなど、ソフト面での充実も重要課題といえるだろう。
今号では子育てしやすい居住環境や子育て支援サービスの提供に先進的に取り組んでいる事例を紹介する。

子
育
て
世
代
の
移
住･

定
住・住
み
替
え
を
促
進
す
る

　

子
育
て
し
や
す
い
居
住
環
境
の
整
備
に

先
進
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
埼
玉
県
で
は
、

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
に
お
い
て
子
育
て
に

配
慮
し
た
住
宅
を
、「
子
育
て
応
援
住
宅
」

と
し
て
認
定
し
て
い
る
。
２
０
１
１
年
７
月

か
ら
都
道
府
県
と
し
て
初
め
て
の「
埼
玉
県

子
育
て
応
援
マ
ン
シ
ョ
ン
認
定
制
度
」を
、

翌
12
年
６
月
か
ら
は「
埼
玉
県
子
育
て
応
援

分
譲
住
宅
認
定
制
度
」を
開
始
し
た
。

　

子
育
て
世
代
に
や
さ
し
い
住
ま
い
づ
く

り
を
積
極
的
に
推
進
す
る
背
景
に
は
、
埼

玉
県
が
抱
え
る
急
速
に
進
む
高
齢
化
問
題

が
あ
る
。
全
国
で
も
屈
指
の
若
い
県
と
い

わ
れ
て
い
た
同
県
だ
が
、
こ
の
10
年
間
は

日
本
一
の
ス
ピ
ー
ド
で
高
齢
化
が
進
行
す

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で「
将
来
の
埼
玉
県
を
支
え
る
若
い

子
育
て
世
代
の
移
住
・
定
住
、
住
み
替
え
の

促
進
を
図
る
た
め
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
住
環
境
の
整
備
促
進
の
一
環
と
し
て
こ

の
認
定
制
度
を
始
め
ま
し
た
」（
埼
玉
県
都

市
整
備
部
住
宅
課
・
以
下
、
同
）。
そ
の
他

に
も
、
２
０
１
５
年
度
か
ら
子
ど
も
が
３
人

以
上
の
子
育
て
世
帯
に
対
し
、
中
古
住
宅
の

の
数
や
小
学
校
ま
で
の
距
離
な
ど〈
子
育

て
に
適
し
た
立
地
条
件
〉
だ
。
成
長
に
合

わ
せ
た〈
間
取
り
の
工
夫
〉や
安
心
し
て
暮

ら
せ
る〈
事
故
防
止
へ
の
配
慮
〉な
ど
の
住

宅
仕
様
な
ど
も
関
心
が
高
い
事
項
だ
。
こ

れ
ら
の
認
定
基
準
は
マ
ン
シ
ョ
ン
も
分
譲

住
宅
も
共
通
だ
。

　

違
い
が
あ
る
の
は
マ
ン
シ
ョ
ン
の
共
用

取
得
や
リ
フ
ォ
ー
ム
に
最
大
50
万
円
ま
で
を

補
助
す
る
支
援
も
行
っ
て
い
る
。

　

子
育
て
支
援
の
た
め
の
住
宅
認
定
制
度

は
、東
京
の
墨
田
区
や
世
田
谷
区
、大
阪
市
、

横
浜
市
な
ど
で
も
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
の

中
で
埼
玉
県
の
認
定
制
度
は
、
立
地
や
住

宅
仕
様
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
は
も
ち
ろ
ん
だ

が
、
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
や
住
民
同
士

の
交
流
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
、
ソ
フ
ト
面

で
の
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
に
も
力
を
入
れ
て

い
る
。
子
育
て
支
援
は
ハ
ー
ド
面
の
対
応

だ
け
で
は
不
十
分
だ
と
い
う
考
え
か
ら
だ
。

２
０
１
４
年
３
月
の
内
閣
府
の「
家
族
と
地

域
に
お
け
る
子
育
て
に
関
す
る
意
識
調
査
」

に
よ
る
と
、「
子
育
て
す
る
人
に
と
っ
て
の

地
域
の
支
え
の
重
要
性
」に
つ
い
て
、
約
９

割
が「
重
要
」と
回
答
し
て
い
る（
重
要
と
考

え
て
い
る
項
目
は
図
１
参
照
）。
ソ
フ
ト
面

の
充
実
は
子
育
て
世
代
に
と
っ
て
、
こ
れ

か
ら
の
住
ま
い
を
選
ぶ
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ

に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

子
育
て
支
援
の

ソ
フ
ト
面
充
実
を
重
視

　

子
育
て
世
代
が
住
ま
い
を
選
ぶ
と
き
、

ま
ず
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
は
近
隣
の
保
育
所

部
分
の
設
定
で
、〈
20
㎡
以
上
の
キ
ッ
ズ

ル
ー
ム
〉や〈
遊
具
の
あ
る
広
場
〉、〈
保
育

施
設
〉の
設
置
な
ど
が
選
択
項
目
と
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
運
営

の
工
夫
と
し
て
、
保
育
所
へ
の〈
送
迎
サ
ー

ビ
ス
〉や
共
有
ス
ペ
ー
ス
で
の〈
託
児
サ
ー

ビ
ス
〉、〈
医
療
施
設
と
の
連
携
〉
な
ど
の

項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
実
施
さ
れ
れ

選ばれる子育て支援住宅
〜地域とつながるコミュニティづくりを目指して〜

特  集

ば
子
育
て
世
代
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
支
援

サ
ー
ビ
ス
と
な
る
。

　

一
方
、分
譲
住
宅
で
は
、玄
関
の〈
ベ
ビ
ー

カ
ー
用
ス
ペ
ー
ス
〉や〈
子
ど
も
の
様
子
が

確
認
し
や
す
い
間
取
り
〉な
ど
が
必
須
項
目

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
選
択
項
目
と
し
て
、

地
域
住
民
と
の〈
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト
〉や

〈
子
ど
も
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
〉、〈
近
隣
の
施

設
と
連
携
し
た
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
〉な

ど
を
分
譲
業
者
や
管
理
業
者
が
実
施
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る（
分
譲
住
宅
の
認

定
基
準
項
目
は
図
２
参
照
）。
実
際
、
事
業

者
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
は
積
極
的
に
開
催
さ

れ
て
い
て
、
団
地
住
民
の
結
束
を
高
め
る

役
割
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

認
定
基
準
に
つ
い
て
は「
子
育
て
し
や
す

い
住
環
境
づ
く
り
の
普
及
啓
発
を
目
指
し

て
お
り
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
事
業
者
さ

ん
に
と
っ
て
は
、
取
得
し
や
す
い
基
準
だ

と
思
い
ま
す
」と
の
こ
と
だ
。

　

認
定
戸
数
は
、
４
年
間
で
マ
ン
シ
ョ
ン

４
１
６
４
戸
、
分
譲
住
宅
３
９
６
戸
で
併

せ
て
４
５
０
０
戸
を
超
え（
６
月
15
日
時

点
）、
当
初
の
計
画
通
り
順
調
に
増
え
て

お
り
、
入
居
状
況
も
非
常
に
よ
い
と
い
う
。

　

住
宅
事
業
者
に
と
っ
て
認
定
取
得
は
、

行
政
に
よ
る
お
墨
付
き
を
得
る
こ
と
が
で

き
、
認
定
物
件
は
認
定
マ
ー
ク
を
チ
ラ
シ

や
広
告
な
ど
に
使
用
で
き
る
。
ま
た
物
件

の
詳
細
な
情
報
は
、埼
玉
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
た
め
、
住
宅
購
入

検
討
者
へ
の
ア
ピ
ー
ル
に
な
る
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
も
あ
る
。

　

埼
玉
県
で
は
今
後
、
部
局
間
な
ど
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
子
育
て
支
援
の
ソ

フ
ト
面
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
い
う
。

図2. 「子育て応援分譲住宅」の認定基準項目

図1. 地域で子育てを支えるために重要なこと

立　地

・ 周辺の子育て支援施設
  （保育所、幼稚園、児童館など）の数
・ 学校、公園、病院までの距離　など

住宅における工夫

・ 子どもの成長に合わせた間取り変更に対応
・ 家族の絆を深めるための工夫
・ 建具やドア、サッシへの指の
  挟み込み防止措置 
・ 子どもの安全性確保のための工夫
・ 外部への音漏れ軽減の対策
・ 子育てに役立つ居住環境対策　など

出所：埼玉県都市整備部住宅課「埼玉県子育て応援分譲住宅認定制度」

出所：内閣府「家族と地域における子育てに関する意識調査報告書」

・ 住宅の一定の広さ
・ 玄関にベビーカー用のスペース
・ 子どもの様子が確認しやすい
  対面キッチンなどの採用
・ 安全な階段
・ 内装や天井裏のホルムアルデヒド対策
  等級3（F☆☆☆☆）

団地環境の工夫および整備
（コミュニティの醸成、
子育て環境の整備）

（子育てを支援する施設の状況、
生活関連施設からの距離）

（家族の絆・安全性・居住環境の確保）

・ 地域住民との触れ合いイベントなどの開催
・ 近隣の施設と連携した子育て支援サービス
  （保育所への送迎など）の提供
・ 団地内公園、集会所などを活用した
  遊び場の設置　など

2

3 4

住宅の広さ・仕様1

必須項目

選択項目

子どもの防犯のための声かけや
登下校の見守りをする人がいること

子育てに関する悩みについて
気軽に相談できる人や場があること

子育てをする親同士で話ができる
仲間づくりの場があること

子どもと大人が一緒に参加できる
地域の行事やお祭りなどがあること

不意の外出や親の帰りが遅くなった
ときなどに子どもを預かる人や場があること

0 10 20 30 40 50 60 70（％）

n=1,639

64.1

58.1

54.5

45.8

40.7

＊10戸以上の新築戸建て
住宅で構成される分譲住
宅団地であることが要件（④立地は点数化し

基準値に適合すること）

埼
玉
県
が
実
施
す
る「
子
育
て
応
援
住
宅
」
認
定
制
度
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公
の
認
定
基
準
が
で
き

顧
客
へ
の
説
得
力
が
増
す

　

中
央
住
宅
を
含
む
ポ
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

（
埼
玉
県
越
谷
市
）は
、「
埼
玉
県
子
育
て
応

援
分
譲
住
宅
認
定
制
度
」に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
現
在
ま
で
認
定
を
受
け

た
分
譲
住
宅
は
４
年
間
で
23
件
。
稲
垣
氏

は
、「
私
ど
も
の
分
譲
住
宅
は
一
次
取
得
者

層
の
子
育
て
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て

い
る
の
で
、
今
ま
で
も
子
育
て
し
や
す
い

住
ま
い
づ
く
り
に
は
格
別
の
配
慮
を
し
て

き
ま
し
た
。
県
の
基
準
が
で
き
た
こ
と
で
、

お
客
様
へ
の
説
得
力
と
信
頼
度
が
一
段
と

増
し
ま
し
た
」と
い
う
。

　

営
業
担
当
が
認
定
基
準
の
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
を
元
に
一
つ
ひ
と
つ
の
項
目
を
顧

客
に
説
明
す
る
と
、「
な
る
ほ
ど
」と
納

得
し
、
購
入
の
き
っ
か
け
と
な
る
ケ
ー
ス

も
多
い
と
い
う
。
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
認
定
物
件
リ
ス
ト
を

見
て
来
場
す
る
人
も
増
え
て
お
り
、
認
定

制
度
取
得
の
メ
リ
ッ
ト
が
生
か
さ
れ
て
い

と
い
う
こ
と
で
以
前
か
ら
対
応
し
て
き
た

仕
様
だ
。
ハ
ー
ド
面
の
認
定
基
準
は
、
技

術
的
に
は
難
し
く
な
い
と
い
う
。

　
「
設
定
さ
れ
た
基
準
は
現
実
的
な
も
の
ば

か
り
で
す
。
建
て
前
で
は
な
く
、
実
際
に

子
育
て
さ
れ
て
い
る
方
が
必
要
と
感
じ
る

要
素
が
さ
ま
ざ
ま
入
っ
て
い
ま
す
」と
語
る

の
は
、
ご
自
身
も
子
育
て
中
の
日
山
氏
だ
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の

手
伝
い
な
ど
ソ
フ
ト
面
も
支
援

　

子
育
て
世
代
の
ニ
ー
ズ
を
つ
か
む
に
は
、

ハ
ー
ド
面
に
加
え
て
、
ソ
フ
ト
面
の
支
援

も
大
切
だ
。

　
「
私
ど
も
は
以
前
か
ら〝
街
開
き
〟な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
を
積
極
的
に
行
い
、
分
譲
住
宅

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

き
ま
し
た
」（
稲
垣
氏
）

　

住
人
を
集
め
、
共
有
ス
ペ
ー
ス
で
苗
木

の
寄
せ
植
え
な
ど
を
し
な
が
ら
自
己
紹
介

を
す
る
。
そ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
住
民
同

士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
、
新
し

住
宅
を
さ
ら
に
も
っ
と
良
い
も
の
に
す
る

た
め
に
、
４
年
前
に
県
と『
景
観
協
定
』を

結
ん
だ
当
社
の
分
譲
住
宅
の
例
を
ヒ
ン
ト

に
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
建
物
の
色

彩
や
デ
ザ
イ
ン
、
外
構
や
植
栽
な
ど
に
つ

い
て
細
か
な
ル
ー
ル
を
決
め
て
い
ま
す
。

街
の
景
観
保
全
に
努
め
て
い
る
87
戸
の
分

譲
住
宅
団
地
で
、
と
て
も
住
み
よ
い
街
に

な
っ
て
、
お
子
さ
ん
た
ち
も
ど
ん
ど
ん
増

い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を

す
る
。
同
社
の
サ
ポ
ー
ト
は
２
年
目
ま
で

だ
が
、
居
住
者
か
ら
も
好
評
で
、
分
譲
住

宅
や
そ
の
周
辺
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
に
一
役
か
っ
て
い
る
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
は
、
住
み
や
す
さ
の
重
要

な
要
素
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
住
宅
関
連
事
業
者
が
実
施
し
て
い

く
こ
と
は
重
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
近
所
づ
き
あ
い
も
う
ま
く
い
っ
て
、
良

い
雰
囲
気
の
街
に
長
く
住
ん
で
い
た
だ
き

た
い
、
と
い
う
思
い
で
お
手
伝
い
を
し
て

い
ま
す
。
理
想
は
分
譲
住
宅
団
地
で
育
っ

た
お
子
さ
ん
が
大
人
に
な
り
、
ま
た
家
に

戻
っ
て
き
て
今
度
は
自
分
た
ち
が
子
育
て

を
す
る
。
そ
う
い
う
循
環
が
で
き
る
家
や

街
を
つ
く
っ
て
い
く
の
が
、
こ
れ
か
ら
の

課
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
子
育
て
応
援

る
。
販
売
も
良
好
と
い
う
。

子
育
て
世
代
の
要
望
を
叶
え
る

認
定
基
準

　

認
定
基
準
に
は
、
２
〜
３
ペ
ー
ジ
の
通

り
、
住
宅
の
仕
様
に
関
す
る
ハ
ー
ド
面
と
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
や
子
育
て
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
い
っ
た
ソ
フ
ト
面
の

項
目
が
あ
る
。
同
社
の
場
合
、
今
ま
で
の
仕

様
や
取
り
組
み
に
少
し
工
夫
を
加
え
る
だ
け

で
ク
リ
ア
で
き
た
と
い
う
。

　

住
宅
の
仕
様
に
関
す
る
ハ
ー
ド
面
の
認

定
の
必
須
項
目
は
、
玄
関
ス
ペ
ー
ス
や
子

ど
も
へ
の
目
線
を
確
保
す
る
間
取
り
な
ど
。

特
に
子
育
て
世
代
は
リ
ビ
ン
グ
で
過
ご
す

子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
確
認
し
や
す
い「
対

面
キ
ッ
チ
ン
」へ
の
要
望
が
非
常
に
強
い
。

同
社
で
は
間
取
り
の
関
係
で
難
し
い
ケ
ー

ス
で
も
何
と
か
実
現
さ
せ
て
い
る
と
い
う
。

　
「
可
変
間
仕
切
り
」や「
リ
ビ
ン
グ
ア
ク
セ

ス
」、
リ
ビ
ン
グ
に
設
置
し
た「
ス
タ
デ
ィ

カ
ウ
ン
タ
ー
」な
ど
も
、
子
育
て
世
代
向
け

株式会社中央住宅
戸建分譲設計本部

営業企画設計一課  課長

稲垣 有
ゆ う い ち

以知氏

株式会社中央住宅
戸建分譲設計本部

営業企画設計一課  主任

日
ひ や ま

山 麻子氏

「
埼
玉
県
子
育
て
応
援
分
譲
住
宅
認
定
制
度
」へ
の
取
り
組
み
事
例

子
育
て
に
配
慮
し
た
住
ま
い
づ
く
り
を

目
指
し
て
ソ
フ
ト
面
も
支
援

—

株
式
会
社
中
央
住
宅

選ばれる子育て支援住宅

　

弊
社
の
分
譲
住
宅
は
、
土
地
の
選
定
か
ら

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
至
る
ま
で
、
一
貫

し
て
子
育
て
し
や
す
い
街
づ
く
り
、
家
づ
く

り
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
て
い
ま
す
。
土
地
選

び
で
は
、
子
育
て
支
援
に
熱
心
な
行
政
エ
リ

ア
も
選
択
肢

の
一
つ
で

す
。
各
住
宅

は
子
ど
も
の

年
齢
や
人

数
な
ど
を
想

定
し
、
段
差

の
解
消
や
収

納
な
ど
子
育

て
の
し
や
す

さ
へ
の
配
慮

は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
注

文
住
宅
の
ク

オ
リ
テ
ィ
で
、
１
棟
ご
と
に
設
計
を
し
て
い

ま
す
。

　

そ
し
て
一
番
大
切
な
の
は
、
長
く
住
ん
で

い
た
だ
け
る「
街
づ
く
り
」で
す
。
道
路
計
画

で
は
幅
や
形
状
な
ど
安
全
性
を
考
慮
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、「
街
並
み
設
計
」で
は
オ
ー
プ

ン
外
構
に
す
る
な
ど
外
構
に
独
自
の
ル
ー
ル

を
定
め
て
お
り
、
住
民
の
方
に
街
並
み
保
全

に
ご
協
力
を
頂
い
て
い
ま
す
。
プ
ラ
ン
タ
ー

作
り
の
講
習
会
な
ど
を
開
催
し
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
の
お
手
伝
い
も
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
保
育
園
の
設
置
や
、
さ
ら
に
多
世

代
交
流
を
目
指
し
て
高
齢
者
住
宅
な
ど
の
誘

致
に
も
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

子
育
て
し
や
す
い「
街
づ
く
り
」か
ら
始
め
る「
家
づ
く
り
」

住友林業株式会社
住宅事業本部

まちづくり営業部
東日本事業所長

飯田秀樹

子育て応援分譲住宅に認定された「グランフェリエ三郷」

■ 中央住宅の子育てに配慮した住まいづくりへの取り組み

● 玄関土間のスペース
ベビーカーなどが置けるスペー
スを取り、収納も十分に確保● 安全な階段

住宅内の階段には踊り場を設置したり、昇り口や降り
口にフットライトを設置

● リビングの勉強スペース
リビングの一角にある「スタディカウン
ター」。壁面にはマグネットでメモを貼った
り、メッセージを書けるボードを設置し、コ
ミュニケーションが取れるよう工夫 

● リビングを中心とした動線
リビングアクセス階段で、自然と家族が関われる動線を確保

● 地域コミュニティ形成のサポート
入居後に「街開き」を開催。近隣住民も交えて、「寄せ植え教室」などを行っている

● ホルムアルデヒド対策
天井裏の措置と内装仕上げの部分はすべてF☆☆☆
☆認定品

● 成長に合わせた間取り変更
子どもの成長に合わせて壁を作れるよう下地を用
意。間仕切りを設置した設計も可能

● 衝突時の危険防止
柱の出隅部は角がないようR加工に仕上げる 

● 開口部の防犯
1階開口部はシャッターを設置し、W260mm超の窓
のサッシは防犯ガラスを採用

● 防犯対策
「住まいの防犯アドバイザー」の有資格者からアドバ
イスを得て設計を行う

● ブロードバンドに対応できる設備
各部屋にLAN、TEL、TVの配管を施した情報コンセ
ントを設置

● ユニットバスの高さ
またぎの高さを抑えた低床タイプを採用

● 照明スイッチの高さ
子どもでも手が届く約1ｍの高さ

● 子どもへの目線確保
フルオープン対面キッチンなど、リビングにいる子ど
もの様子が確認しやすい間取り

え
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
街
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」（
稲
垣
氏
）

　

埼
玉
県
の
よ
う
に
子
育
て
応
援
住
宅
の

認
定
制
度
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
は
ま

だ
少
数
だ
が
、
制
度
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
子
育
て
世
代
向
け
の
住
ま
い
づ
く
り

に
は
認
定
制
度
の
基
準
に
あ
る
よ
う
な

ハ
ー
ド
面
、
ソ
フ
ト
面
の
要
素
を
取
り
入

れ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

特  集
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株
式
会
社A

sM
am

a
　

２
０
１
３
年
４
月
よ
り「
子
育
て
シ
ェ

ア
」を
展
開
し
て
い
る
株
式
会
社
Ａア
ズｓ
Ｍマａ

ｍ
マａ（
神
奈
川
県
横
浜
市
）。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通

じ
て
、
マ
マ
友
同
士
、
顔
見
知
り
同
士
で

子
ど
も
の
送
り
迎
え
や
託
児
な
ど
を
有
料

で〝
頼
り
合
う
〟子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス

だ
。
近
隣
に
マ
マ
友
や
顔
見
知
り
が
い
な

い
利
用
者
の
た
め
に
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
交
流
の
場
づ
く
り
も
行
っ
て
い

「
子
育
て
シェア
」の
導
入
で
住
宅
に

新
た
な
付
加
価
値
を

ま
す
。
マ
ン
シ
ョ
ン
や
分
譲
住
宅
団
地
な

ど
で
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
す
れ
ば
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
き
っ
か
け
と
な
り
、

防
犯
対
策
に
も
役
立
つ
は
ず
で
す
。
ま
た
、

こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
は
、
住
宅
事
業
者

に
と
っ
て
も
非
常
に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
運
営
費
用
は
事
業
者

負
担
と
な
り
ま
す
が
、
い
ざ
と
い
う
と
き

に
頼
り
合
え
る
人
が
近
く
に
い
る
環
境
は
、

子
育
て
世
代
に
と
っ
て
は
住
み
や
す
さ
や

利
便
性
と
い
う
大
き
な
付
加
価
値
に
な
り

ま
す
。
つ
ま
り
そ
の
住
宅
は
、
彼
ら
に
選

ば
れ
や
す
く
、
高
い
入
居
率
の
維
持
に
も

つ
な
が
り
ま
す
」

　

マ
ン
シ
ョ
ン
の
場
合
は
密
集
度
の
高
さ

に
よ
っ
て
、
子
育
て
シ
ェ
ア
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
構
築
し
や
す
い
特
徴
が
あ
る
。

一
方
、
戸
建
て
住
宅
で
は
広
さ
に
余
裕
が

あ
る
た
め
託
児
も
請
け
負
い
や
す
く
、
こ

の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
や
す
い
。
ま
た
、

分
譲
住
宅
団
地
内
に
あ
る
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス

や
改
修
し
た
空
き
家
を
集
会
所
と
し
、
託

児
を
受
け
る
場
所
と
し
て
再
利
用
す
る
の

も
い
い
の
で
は
、
と
甲
田
氏
。

る
。
甲
田
氏
は
、「
登
録
者
は
す
で
に

２
万
６
０
０
０
人
を
超
え
、
80
％
と
い
う
リ

ピ
ー
ト
率
も
需
要
の
高
さ
を
物
語
っ
て
い

ま
す
。
働
く
マ
マ
た
ち
に
と
っ
て
、
今
も
っ

と
も
求
め
ら
れ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
で
は
」と

語
る
。

　
「
現
在
、
住
宅
業
界
と
の
連
携
に
も
力
を

入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
マ
ン
シ
ョ
ン
や

分
譲
住
宅
団
地
で
の
導
入
が
始
ま
っ
て
い

株式会社AsMama
代表取締役・CEO

甲田 恵子氏

共
助
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
が

地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
に
は「
マ
マ
サ
ポ
ー

タ
ー
」と
呼
ば
れ
る
支
援
者
も
登
録
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
同
社
に
よ
る
託
児
研
修
や

救
命
講
座
を
受
け
た
人
で
、
７
割
は
30
代

の
女
性
だ
が
、
最
近
で
は
、
子
育
て
を
終

え
た
ミ
ド
ル
や
シ
ニ
ア
が
増
え
て
い
る
と

い
う
。

　
「
高
齢
者
が
増
え
る
中
、
ミ
ド
ル
や
シ
ニ

ア
に
マ
マ
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
躍
し
て

も
ら
う
こ
と
は
、
生
き
が
い
の
創
出
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
の
成
長

後
に
は
今
度
は
子
ど
も
が
お
世
話
に
な
っ

た
ミ
ド
ル
や
シ
ニ
ア
を
支
援
す
る
こ
と
も

期
待
で
き
ま
す
」

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
き
っ
か
け
に
共
助
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
す
る
こ
と
は
、
地
域

活
性
化
や
高
齢
者
の
見
守
り
に
も
つ
な
が

る
だ
ろ
う
。
共
働
き
や
核
家
族
の
増
加
が

加
速
す
る
今
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す

く
す
る
仕
組
み
を
提
供
す
る
こ
と
を
、
住

宅
業
界
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
そ
う
だ
。

選ばれる子育て支援住宅

特  集■ 「子育てシェア」利用の流れ

■ マンションや分譲住宅などへの導入モデル

パソコンまたは
携帯から登録

支援する人

同じ学校・近所・友だち
パパ・ママ

ママサポーター

支援する人

利　用　者

利　用　者

SOSSOS

ご近所
パパ・ママ

ママ
サポーター

or
1時間

500～700円

謝礼

会員登録
（無料）

地域の子育てネットワークでつながる

支援の依頼/提供

「子育てシェア」の提供

イベント開催

「子育てシェア」
導入

マンションや
分譲住宅など

入居者

運営費用
支払

AsMama
専用サイト

住宅事業者
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＊舞台の花道に設けた切り穴。役者を花道へせり上げるために用いる。

【こうき - しん】

vol.17

田
県
鹿か

づ
の
ぐ
ん
こ
さ
か
ま
ち

角
郡
小
坂
町
。
日
本
三
大
銅
山
の

一
つ
と
し
て
栄
え
た
小
坂
鉱
山
の
お
膝
元

に
あ
る
鉱
山
町
だ
。
そ
の
中
心
的
な
厚
生

施
設
が
、
１
９
１
０
年
に
建
て
ら
れ
た
和
洋
折
衷
造
り

の
木
造
芝
居
小
屋「
康
楽
館
」で
あ
る
。
１
０
０
年
を
超

え
て
も
な
お
現
役
で
あ
り
、
２
０
０
２
年
に
は
近
代
化

産
業
遺
産
と
し
て
、
国
か
ら
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。

　
木
造
２
階
建
の
康
楽
館
は
、
天
然
の
秋
田
杉
を
多
く
使

用
し
て
い
る
。
成
長
速
度
が
ゆ
る
や
か
で
年
輪
が
狭
く
、

比
重
が
大
き
い
の
で
耐
久
性
に
優
れ
て
い
る
た
め
だ
。

　
収
容
人
数
は
６
０
７
人
、
外
観
正
面
は
西
洋
建
築
で
、

下
見
板
張
り
の
白
塗
り
、
上
げ
下
げ
式
窓
と
鋸
歯
状
の

軒
飾
り
が
規
則
正
し
く
並
ん
で
い
る
。

　

館
内
は
江
戸
期
の
本
格
的
な
歌
舞
伎
小
屋
そ
の
も

の
。
回
り
舞
台
を
は
じ
め
、
本
花
道
、
切
穴（
す
っ
ぽ

ん
）＊
、
仮
花
道
な
ど
、
江
戸
時
代
の
芝
居
小
屋
の
典
型

的
な
様
式
を
踏
襲
し
て
い
る
。
１
階
に
は
桟
敷
席
が
あ

り
、
２
階
に
は
舞
台
両
側
か
ら
伸
び
る
二
階
桟
敷
と
、

向
う
桟
敷
が
舞
台
を
取
り
囲
む
。

　
回
り
舞
台
の
直
径
は
９・73
メ
ー
ト
ル
、
日
本
最
古
級

か
つ
最
大
級
の
大
き
さ
を
誇
る
。
床
下
の「
ろ
く
ろ
」仕

掛
け
に
も
秋
田
杉
が
使
わ
れ
て
お
り
、
連
日
の
芝
居
公

演
を
も
の
と
も
せ
ず
、
強
度
や
耐
久
性
を
保
っ
て
い
る
。

　
回
り
舞
台
の
床
下
は
奈
落
と
呼
ば
れ
、
４
人
の
人
力

で「
ろ
く
ろ
」仕
掛
け
を
回
し
、
舞
台
上
の
場
面
転
換
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。
中
心
部
に
あ
る
滑
車
は
約
１
カ
月

に
１
度
の
グ
リ
ス
ア
ッ
プ（
補
充
）を
行
っ
て
い
る
ほ

か
、
毎
日
の
清
掃
時
に
点
検
を
実
施
し
て
い
る
。

　
近
年
は
観
光
地
と
し
て
認
知
度
も
高
ま
り
、
大
衆
演

劇
公
演（
４
〜
12
月
）の
ほ
か
、
歌
舞
伎
大
芝
居
や
寄
席

の
特
別
公
演
な
ど
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
で
に
ぎ
わ
っ
て

い
る
。

写真提供：康楽館

回り舞台をささえる「ろくろ」仕掛け（上）と桟敷からみた舞台（左）

日本最古級の
木造芝居小屋

「康
こ う ら く か ん

楽館」

秋

秋田県
鹿角郡
小坂町
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来
店
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
必
要
な

の
が
、
お
客
様
の
心
に
届
く
接
客
。
会
話
の
中
で

ニ
ー
ズ
を
掘
り
起
こ
し
、〝
他
の
洋
服
も
直
し
て
着

よ
う
か
な
〟と
思
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
す
」

—

同
社
で
は
人
財
育
成
と
サ
ー
ビ
ス
品
質
均
一

化
の
た
め
、
Ｉ
Ｔ
投
資
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

補
修
作
業
の
技
術
教
育
な
ど
人
財
育
成
の
ツ
ー
ル

を
作
成
し
て
ス
キ
ル
を
磨
き
や
す
く
し
た
り
、
受

付
業
務
の
シ
ス
テ
ム
化
の
ほ
か
、“
経
験
”
を
デ
ー

タ
化
す
る
こ
と
で
サ
ー
ビ
ス
品
質
の
均
一
化
と
向

上
を
図
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
Ｉ
Ｔ
投
資
は
海
外

進
出
に
も
生
か
さ
れ
て
い
る
。

　
「
昨
年
５
月
に
は
、
海
外
第
１
号
店
を
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
は
日

本
か
ら
派
遣
し
ま
す
が
、
現
地
の
技
術
者
も
養

成
し
て
い
ま
す
。
店
舗
で
は
、
日
本
の
店
舗
と
同

様
の
多
言
語
対
応
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
利
用
し
、
ス

ム
ー
ズ
な
受
付
業
務
や
補
修
作
業
が
で
き
て
い

ま
す
。
ア
ジ
ア
は
日
本
企
業
の
進
出
も
多
く
、
そ

こ
で
働
く
日
本
人
や
現
地
の
富
裕
層
に
衣
料
補

修
サ
ー
ビ
ス
は
需
要
が
高
い
ん
で
す
。
今
後
は
、

ベ
ト
ナ
ム
へ
の
進
出
も
検
討
し
て
い
ま
す
」

—

国
内
で
は
、Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
補
修
を
受
け
付
け
、

駅
前
に
あ
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
取
り
次

い
で
も
ら
う
な
ど
、
他
業
界
と
連
携
し
た
新
し
い

サ
ー
ビ
ス
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
今

後
は
冠
婚
葬
祭
の
衣
料
品
の
レ
ン
タ
ル
も
手
が
け

た
い
と
守
井
氏
。
不
便
の
解
消
を
、
ま
す
ま
す
追

求
し
て
い
く
構
え
だ
。

付 加 価 値 創 造 に 挑 戦

注 企業を訪ねる

を
小
型
化
し
、
賃
料
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。
ま
た
、
各
店
舗
の
業
務
を
週
単
位
で
デ
ー

タ
化
し
、
来
店
客
数
や
原
価
、
ス
タ
ッ
フ
の
労
働

時
間
や
接
客
人
数
な
ど
を
管
理
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
よ
っ
て
各
店
舗
の
業
務
改
善
や
作
業
の
効
率

化
に
柔
軟
な
対
応
が
で
き
て
い
ま
す
」

心
に
届
く
接
客
で
、生
涯
利
用
し
て

も
ら
え
る
店
づ
く
り
を
目
指
す

—

同
社
で
は
補
修
以
外
に
も
園
児
の
通
園

グ
ッ
ズ
の
製
作
な
ど
も
受
け
付
け
て
い
る
。
通

園
バ
ッ
グ
や
上
履
き
入
れ
な
ど
は
、
手
作
り
を

推
奨
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。
時
間
の

余
裕
が
な
い
母
親
は
、
頭
を
悩
ま
せ
る
。

　
「
当
社
の
モ
ッ
ト
ー
は
、
不
便
の
解
消
を
追
求
す

る
こ
と
。
特
に
20
～
30
代
の
女
性
は
生
活
背
景
に

大
き
な
変
化
が
あ
り
、
ま
た
、
独
身
の
方
、
専
業

主
婦
を
し
て
い
る
方
、
働
き
な
が
ら
子
育
て
を
し

て
い
る
方
な
ど
様
々
で
す
。
生
活
背
景
が
変
わ
る

こ
と
で
た
く
さ
ん
の
不
便
が
生
ま
れ
て
い
る
は
ず
。

こ
れ
を
掘
り
下
げ
て
、
役
立
つ
サ
ー
ビ
ス
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
が
、
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
だ
け
が
増

え
て
も
売
り
上
げ
に
は
直
結
し
ま
せ
ん
。
敷
居
を

低
く
し
た
こ
と
で
集
客
は
見
込
め
て
も
、
単
価
が

低
い
の
は
事
実
。
そ
こ
か
ら一
歩
進
ん
で
、
来
店
回

数
を
増
や
し
、
生
涯
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
で
売

り
上
げ
を
増
や
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。〝
直

し
て
よ
か
っ
た
・
店
員
の
感
じ
が
い
い
・
ま
た
頼
み

た
い
〟と
い
う
三
つ
が
満
た
さ
れ
な
け
れ
ば
、
次
の

敷
居
を
下
げ
る
新
た
な
メ
ニ
ュ
ー
で

若
い
世
代
を
取
り
込
む

—

“
お
直
し
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
”の
看
板
を
掲
げ
、

衣
料
品
の
補
修
サ
ー
ビ
ス
を
全
国
展
開
す
る
株
式

会
社
ビ
ッ
ク
・
マ
マ
。
サ
イ
ズ
の
合
わ
な
く
な
っ

た
ズ
ボ
ン
の
ウ
エ
ス
ト
直
し
や
、
シ
ャ
ツ
の
か
け

は
ぎ
な
ど
専
門
的
な
メ
ニ
ュ
ー
は
も
ち
ろ
ん
だ

が
、
同
社
で
は
ボ
タ
ン
付
け
ひ
と
つ
で
も
税
込

３
２
４
円
か
ら
請
け
負
う
と
い
う
手
軽
な
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
し
て
い
る
。
敷
居
を
低
く
し
た
こ
と
で

若
い
世
代
か
ら
も
支
持
を
集
め
、
現
在
で
は
全
国

に
71
店
舗
を
展
開
し
て
い
る
。

　
「
１
９
６
４
年
に
父
が
創
業
し
た
衣
料
品
の
補

修
店
を
引
き
継
ぐ
形
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
当

時
は
百
貨
店
の
サ
イ
ズ
直
し
の
下
請
け
を
細
々
と

続
け
て
い
て
、
経
営
が
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
し

た
。
そ
こ
で
、
個
人
消
費
者
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
が

で
き
な
い
か
と
考
え
、
老
舗
の
補
修
店
な
ど
を
調

査
し
て
回
っ
た
ん
で
す
。
す
る
と
、
若
い
お
母
さ

ん
が
お
子
さ
ん
の
体
育
帽
子
の
補
修
依
頼
に
訪
れ

た
の
で
す
が
、
ベ
テ
ラ
ン
の
職
人
が
思
わ
ず〝
こ

ん
な
簡
単
な
物
を
？
〟と
い
う
表
情
を
し
た
ん
で

す
。
お
母
さ
ん
は
そ
の
空
気
を
感
じ
取
り
、
非
常

に
悲
し
そ
う
な
表
情
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
私
自

身
も
、
衣
料
品
の
補
修
と
い
え
ば
専
門
技
術
の
必

要
な
難
易
度
の
高
い
も
の
と
思
い
込
ん
で
い
ま
し

た
が
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
は
変
化
し
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
と
考
え
、
手
軽
に
ご
依
頼
い
た
だ
け

る
メ
ニ
ュ
ー
を
そ
ろ
え
た
ん
で
す
」

—

個
人
消
費
者
向
け
へ
の
転
換
に
、
古
参
の

社
員
か
ら
は
抵
抗
も
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、

働
く
女
性
や
核
家
族
が
増
え
る
こ
と
で
衣
料
品
補

修
に
は
ま
す
ま
す
手
軽
さ
が
必
要
に
な
る
と
説
得

を
続
け
、
１
９
９
９
年
に
地
元
仙
台
に
１
号
店
を

出
店
。
省
ス
ペ
ー
ス
な
店
舗
で
コ
ス
ト
を
抑
え
、

多
店
舗
展
開
し
て
い
る
。

　
「
当
社
で
は
店
舗
の
多
く
が
３
～
４
坪
と
、
省

ス
ペ
ー
ス
で
の
運
営
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
補
修
作
業
の
場
所
を
明
確
に
振
り
分
け

て
い
る
か
ら
で
す
。
例
え
ば
、
シ
ャ
ツ
の
ボ
タ
ン

付
け
や
ス
カ
ー
ト
の
裾
の
ほ
つ
れ
直
し
と
い
っ
た

簡
単
な
作
業
は
店
舗
で
行
い
ま
す
。
一
方
、
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
の
肩
幅
や
袖
の
長
さ
の
直
し
、
ワ
ン
ピ
ー

ス
の
サ
イ
ズ
直
し
な
ど
の
複
雑
な
作
業
は
仙
台
の

本
社
工
場
に
集
約
し
て
行
っ
て
い
る
た
め
、
店
舗

ニーズを掘り起こす接客を追求し
次の来店へとつなげる

手軽な衣料補修サービスを
入り口に顧客の裾野を広げる

ＩＴ活用でサービス品質の
均一化と向上を図る

 
株
式
会
社 

ビ
ッ
ク
・マ
マ

多言語対応タブレットの画面。
ITを利用することにより海外で
も同レベルのオペレーションが
可能になる

簡単な作業は各店舗内で、複雑な作業は本社工場で行うことで
省スペース運営を実現する

ここが注目ポイント

時代の変化に対応した
新しいスタイルで
衣料品補修店を全国展開

（上）パンツの裾上げ例。たたき仕上
げ：864円～
（左）通園グッズ製作。布地を持ち込
み、好きな形で作ることができる。お
けいこバッグ：2,700円～（製作費のみ）

守
も り い

井 嘉
よ し ろ う

朗 氏

代表取締役社長

本　　社  ● 宮城県仙台市青葉区北目町6-6
創　　業  ● 1993年
資 本 金  ● 5,000万円
従 業 員  ● 272名
事業内容  ● 衣料品等修理サービス業
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今月のニュース

　2015年6月、（株）野村総合研究所は、2030年度ま
での新設住宅着工戸数とリフォーム市場規模の予測を発
表した。それによると、新設戸数は消費税10％アップ

（2017年4月の予定）前の駆け込み需要以降徐々に減少
し、2020年度には約76万戸、2025年度には約64万
戸、2030年度には約53万戸まで減少すると予想して
いる。人口や世帯数の減少、住宅の長寿命化などの要因
によるとしているが、景気動向などで着工が前倒しや先
送りされることにより、実際には変動する可能性がある。
　今後の成長が期待される中古住宅・リフォーム市場につ

いては、現状のままでは大幅な成長は望めないと分析。
耐久消費財やインテリア購入費などを含めた広義のリ
フォーム市場規模は、2030年まで年間6兆円台で横ば
いに推移。増築・改築工事と設備の修繕維持だけの狭義
の市場は、それより1兆円前後少ない規模になると予測。
リフォーム市場の活性化に向けては、ローンを組みやす
い環境の整備など行政主導の政策的支援や、工事品質の
向上や価格の透明性確保といった民間事業者の創意工
夫、そして一般生活者への啓発を積極的に進めていくこ
とが求められるとしている。

2030年度の新設住宅着工戸数は約53万戸、
リフォーム市場は年間6兆円台　－野村総合研究所が予測

表紙：住友林業（株）住宅事業本部　池袋支店　王子展示場

編集室より

■ 広告掲載・誌面に対するご意見、ご感想は
　 建材マンスリー編集室専用アドレスまでお寄せください。

「特集」の取材で伺った AsMama さんは、「子育てシェア」以外にも、事業者と連
携して、特定のテーマに興味がある子育て世代を集めて、そのテーマに関する講
習会などを実施されているそうです。例えば、AsMama さんが家づくりに興味
のある子育て世代を集めて、工務店などの事業者が家づくりに関する講習会を実
施。事業者にとっては、顧客とのつながりを作ることで、商談のきっかけとなる
わけです。なるほどなぁと頷くばかりでした。（E）

編
集
後
記

住友林業株式会社 木材建材事業本部 事業開発部

   kenzai-monthly@sfc.co.jp

■ 弊社ホームページに特集ページのみを掲載中です。
   http://sfc.jp/mokuzai/kenzaimonthly/

わ が 社 の イチオシイチオシ

　私のイチオシ商品は、画期的な砂利地盤安定材「グ
ラベル フィックス プロ」です。オランダ製のこの商品
は、ポリプロピレン製の六角形ハニカム構造に砂利を
充填すると地盤が安定し、250t/㎡以上の垂直荷重
に耐える強度が生まれます。グラベル フィックス プ
ロを敷き詰めた砂利道では轍もくぼみもできないの
で、自動車やバイクはもちろん、ハイヒールでも楽々
歩けて、住宅のアプローチや駐車場に最適です。
　イチオシの理由は、原材料がリサイクル樹脂のエコ
商品であること。また裏面に不織布が張られているの

で大雨でも雨水を地中に浸透させます。駐車場などで
砂利はアスファルトより3、4度表面温度が下がるの
で、ヒートアイランド対策にも効果を発揮しますし、
環境にとても良い商品なんです。当社は輸入建材にも
力を入れているので、
まだ知られていない良
い商品を海外から発
掘する仕事に、今後
は私も関わっていきた
いと思っています。

砂利道が歩きやすくなる建材
「グラベル フィックス プロ」 扇

お う ぎ た

田紘
ひ ろ ゆ き

征さん
株式会社 ヤマチコーポレーション

札幌建材事業部

■ 新設住宅着工戸数の実績値と予測結果
実績値← →予測値

180

160

140

120

100

80

60

40

20

（万戸）

1988 '90 '95 '05 '10 '15 '20 '25 '30
（年度）

2000

バブル崩壊

167

134

148

163

118 129

104 78
99 92

77 76
64

53

消費増税前駆け込み需要
+

阪神淡路大震災復興需要

耐震偽装事件
建築基準法改正

金融危機

消費増税前
駆け込み需要

消費増税前
駆け込み需要

消費増税
（3→5％）

消費増税
（5→8％）

↓ ↓

消費増税
（8→10％）

↓

（出所：実績値は国土交通省「建築着工統計」、予測値は野村総合研究所より）
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2014年 2015年

(千戸)

6月 7月5月

23,068

7,972

10,095

26,656
863863

24,931

8,623

12,018

30,185

888888

25,387

7,911

10,038

29,544

851851

8月

24,822

7,867

12,764

28,318

855855

9月

25,914

8,986

11,707

29,275

877877

10月

28,455

8,664

10,816

31,236

886886

11月

27,922

7,975

12,192

30,275

873873

12月

26,229

8,447

11,625

30,115

883

1月

26,320

7,975

9,605

23,813

864
883

864

2月

27,114

7,651

9,002

23,785

905

新  設  住  宅  計
建築主別

5月
2月3月4月対前年同月比

3,929 ▲ 8,031
▲ 406
4,335

254
774

▲ 256
3,157
4,015

▲ 878

4,054

▲ 125

▲ 577
72

201
179

1,168

2,761

▲ 239
2,322

762
▲ 42
▲ 42

71,720
1,285

70,435

22,542
28,208

376
20,594
11,322

9,148

64,136

7,584

870
3,395

324
2,995

38,151

33,569

270
20,646
12,539

60
54

75,617
1,462

74,155

23,294
30,603

600
21,120
11,071

9,893

67,127

8,490

1,135
3,591

243
3,521

40,796

34,821

346
21,506
12,815

89
65

69,887
2,075

67,812

21,352
30,243

732
17,560

7,575
9,887

61,858

8,029

1,899
3,494

16
2,620

38,252

31,635

884
18,015
12,626

44
66

67,552
1,039

66,513

20,813
25,672

622
20,445
10,693

9,630

59,947

7,605

723
3,207

245
3,430

35,999

31,553

310
18,863
12,258

75
47

▲ 916
▲ 7,115

▲ 6,360
1,594

52
▲ 3,317
▲ 1,571
▲ 1,733

▲ 6,158

▲ 1,873

▲ 1,226
▲ 448

277
▲ 476

▲ 4,849

▲ 3,182

▲ 7
▲ 3,261

109
▲ 3

▲ 20

対前々年同月比

利用
関係別

資金別

構造別

公共
民間
持家
貸家
給与住宅
分譲住宅
　うちマンション
　うち戸建
民間資金
公的資金

木造
非木造
鉄骨鉄筋コンクリート造
鉄筋コンクリート造
鉄骨造
コンクリートブロック造
その他

公営住宅
住宅金融機構融資住宅
都市再生機構建設住宅
その他住宅

2015年5月の新設住宅着工戸数　単位：戸　▲は減

12月 1月 2月 3月 4月 5月

プレハブ
2×4

2014年 2015年

2×4、
プレハブ戸数

（利用別・千戸）
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構造別木造戸数 木造前年同月比
木造戸建前年同月比

2014年 2015年 2014年 2015年

利用関係別戸数

6月 7月 8月 5月 6月 7月 8月5月0

5月 6月

10,672

8,186

12,350

9,412

7月

11,818

8,908

8月

10,727

9,183

9月

11,017

10,369

10月 11月

13,071

10,040

12,601

10,499

12月 1月

13,125

10,758

11,774

8,230

2月

10,672

8,132

3月

11,595

8,936

4月

10,881

9,384

5月

11,490

8,281

9月 10月 11月 12月 9月 10月 11月1月 2月 3月

905

23,785

3月

24,102

8,415

10,832

23,785

920920

26,538

4月

27,703

8,188

9,823

913913

27,635

5月

25,258

8,411

10,416

911

5.8% ▲10.1%
▲24.0%

6.6%

1.1%
2.8%

▲40.5%
18.1%
54.9%
▲8.8%

6.7%

▲1.6%

▲39.9%
2.2%

163.4%
6.4%

3.2%

9.0%

▲47.0%
12.7%

6.5%
▲41.2%
▲43.8%

▲41.6%
▲9.2%

▲22.0%
6.0%

16.0%
▲13.9%
▲12.2%
▲15.9%

▲8.8%

▲19.8%

▲58.5%
▲11.7%
589.4%
▲13.7%

▲11.3%

▲8.7%

▲2.5%
▲13.6%

0.9%
▲4.8%

▲27.0%

4月 5月

911
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